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国
際
ｅ
コ
マ
ー
ス
協
会
（
Ｉ
Ｅ
Ｃ

Ａ
、
小
此
木
八
郎
会
長
）
は
４
日
、

東
京
都
千
代
田
区
の
日
本
外
国
特
派

員
協
会
で
第
２
期
総
会
を
開
催
し

た
。
開
催
に
あ
た
り
小
此
木
会
長

は
、
「
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

へ
の
侵
略
や
、
中
東
情
勢
と
緊
迫
化

す
る
国
際
情
勢
が
続
き
、
Ｅ
Ｃ
市
場

に
お
い
て
も
影
響
が
大
き
く
な
っ
て

お
り
、
一
日
で
も
早
く
平
和
が
訪
れ

る
こ
と
を
祈
っ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍

を
経
て
Ｅ
Ｃ
市
場
が
急
激
に
拡
大
し

て
い
る
中
、
様
々
な
法
令
が
改
正
さ

れ
、
会
員
の
皆
さ
ま
が
円
滑
な
企
業

活
動
を
行
え
る
よ
う
に
引
き
続
き
サ

ポ
ー
ト
し
て
行
き
た
い
。
来
期
は
勉

強
会
、
見
学
会
、
会
社
訪
問
等
を
継

続
す
る
と
と
も
に
、
よ
り
専
門
的
な

知
識
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
分
科
会
の

設
立
や
西
日
本
支
部
の
設
立
を
目
指

す
。
皆
さ
ま
の
力
を
お
借
り
し
な
が

ら
よ
り
協
会
が
発
展
す
る
よ
う
に
活

動
し
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

総
会
後
に
開
か
れ
た
懇
親
会
で

は
、
７
月
27
日
に
Ｉ
Ｅ
Ｃ
Ａ
と
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
を
締
結
し
た
コ

ス
コ
シ
ッ
ピ
ン
グ
ジ
ャ
パ
ン
の
隋
軍

会
長
が
、
「
45
年
前
に
中
日
両
国
の

先
代
の
指
導
者
や
政
治
家
は
、
中
日

平
和
友
好
条
約
を
締
結
す
る
と
い
う

戦
略
的
決
断
を
下
し
、
両
国
が
長
期

に
わ
た
り
平
和
、
友
好
、
協
力
と
い

う
ス
タ
ン
ス
を
維
持
す
べ
き
で
あ
る

と
い
う
、
両
国
の
関
係
の
歴
史
に
お

け
る
指
針
を
作
り
上
げ
た
」
と
振
り

返
っ
た
。
Ｉ
Ｅ
Ｃ
Ａ
と
の
戦
略
的
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
に
つ
い
て
、

「
当
社
は
中
日
越
境
Ｅ
Ｃ
マ
ー
ケ
ッ

ト
に
焦
点
を
当
て
、
物
流
コ
ス
ト
の

削
減
と
改
善
に
取
り
組
み
、
顧
客
の

輸
送
効
率
の
向
上
を
目
標
と
し
、
Ｗ

ｉ
ｎ
‐
Ｗ
ｉ
ｎ
の
友
好
関
係
を
構
築

す
る
こ
と
に
合
意
し
た
。
両
者
が
力

を
合
わ
せ
、
中
国
と
日
本
の
越
境
Ｅ

Ｃ
ビ
ジ
ネ
ス
の
新
た
な
１
ペ
ー
ジ
を

開
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
」
と
述

べ
た
。

さ
ら
に
、
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

協
定
締
結
後
、
当
社
は
Ｉ
Ｅ
Ｃ
Ａ
加

盟
社
と
積
極
的
に
連
携
し
、
頻
繁
に

交
流
を
行
っ
て
お
り
、
継
続
的
で
安

定
し
た
、
実
質
的
な
業
務
協
力
を
確

立
し
て
い
る
。
Ｉ
Ｅ
Ｃ
Ａ
発
起
企
業

と
の
信
頼
・
友
好
関
係
を
さ
ら
に
深

め
て
い
る
ほ
か
、
う
れ
し
い
こ
と

に
、
新
た
な
仲
間
も
次
々
と
増
え
て

い
る
。
様
々
な
分
野
に
お
い
て
共
同

で
事
業
の
課
題
や
困
難
を
突
破
す
る

こ
と
が
で
き
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

協
定
の
意
義
を
感
じ
て
い
る
。
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
の
相
互
理
解
を

深
め
、
自
信
と
決
意
を
も
っ
て
、
を

携
え
、
肩
を
並
べ
て
未
来
に
向
か

い
、
と
も
に
歩
む
こ
と
を
望
ん
で
い

る
」
と
語
っ
た
。

続
い
て
、
９
月
22
日
に
Ｉ
Ｅ
Ｃ
Ａ

と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
を
結
ん

だ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
輸
出
入
手
続
サ
ポ
ー

ト
フ
ァ
ー
ム
（
Ｅ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
）
の
山
内

大
二
郎
副
理
事
長
が
、
「
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
協
定
締
結
後
、
加
盟
企
業

の
皆
さ
ま
と
個
別
に
お
話
を
し
な
が

ら
、
税
関
の
許
可
に
関
す
る
ご
支
援

を
着
実
に
進
め
て
い
る
。
今
後
も
皆

さ
ま
か
ら
の
要
請
に
快
く
対
応
し
て

い
き
た
い
」
と
挨
拶
。
10
月
に
行
わ

れ
た
税
関
事
務
管
理
人
制
度
の
見
直

し
や
、
近
隣
ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
の
通

販
貨
物
の
増
加
に
よ
り
海
上
小
口
貨

物
の
輸
入
が
急
増
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
財
務
省
の
審
議
会
で
現
在
、
申

告
項
目
の
一
部
省
略
な
ど
簡
易
な
通

関
が
検
討
さ
れ
て
い
る
状
況
に
も
触

れ
な
が
ら
、
「
Ｅ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
と
し
て
輸

出
入
手
続
き
の
面
で
皆
様
を
側
面
か

ら
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
」
と
述
べ

た
。乾

杯
の
発
声
を
担
当
し
た
イ
ー
ス

ト
ラ
イ
ズ
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
ト
（
本

社
・
大
阪
市
中
央
区
）
の
畢
廣
軍
代

表
取
締
役
（
西
日
本
新
華
僑
華
人
聯

合
会
名
誉
会
長
）
は
、
国
際
越
境
貿

易
の
拡
大
を
展
望
し
、
「
国
際
ｅ
コ

マ
ー
ス
に
従
事
す
る
企
業
が
収
益
を

拡
大
し
、
Ｉ
Ｅ
Ｃ
Ａ
の
果
た
す
役
割

も
ま
す
ま
す
大
き
く
な
る
。
会
員
企

業
同
士
が
Ｗ
ｉ
ｎ
‐
Ｗ
ｉ
ｎ
の
関
係

を
つ
く
り
、
協
力
と
協
調
に
よ
る
業

績
拡
大
を
期
待
し
た
い
」
と
述
べ
、

越
境
Ｅ
Ｃ
ビ
ジ
ネ
ス
拡
大
へ
第
２
期
総
会

会
員
同
士
Ｗ
ｉ
ｎ
‐
Ｗ
ｉ
ｎ
の
関
係
構
築
を

国
際
ｅ
コ
マ
ー
ス
協
会小此木会長

コスコシッピングジャパンの隋会長

EIPSの山内副理事長
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懇
談
に
移
っ
た
。
中
締
め
を
行
っ
た

ビ
ッ
グ
ブ
ッ
ク
ワ
ー
ル
ド
（
大
本
企

画
）
の
大
本
賢
治
代
表
は
、
Ｉ
Ｅ
Ｃ

Ａ
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
に
謝
辞

を
述
べ
、
「
会
員
の
越
境
Ｅ
Ｃ
市
場

に
関
す
る
知
識
が
向
上
し
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
広
が
り
、新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ン
ス
の
拡
大
に
寄
与
し
て
い
る

と
確
信
し
て
い
る
」
と
語
っ
た
。
­­■

国
土
交
通
省
は
６
日
、
自
動
点
呼

機
器
を
活
用
し
た
運
行
管
理
業
務
の

効
率
化
を
検
討
す
る
２
０
２
３
年
度

「
運
行
管
理
高
度
化
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
」
の
第
２
回
会
合
を
開
催
し

た
。
今
回
の
会
合
で
は
、
ト
ラ
ッ

ク
・
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
の
３
モ
ー
ド

で
９
月
か
ら
10
月
末
に
か
け
て
実
施

し
た
「
運
行
管
理
者
が
同
席
し
な
い

状
況
で
の
乗
務
前
自
動
点
呼
」
の
実

証
事
業
に
関
す
る
報
告
を
行
っ
た
。

参
加
事
業
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査

の
結
果
、
急
制
動
・
急
ブ
レ
ー
キ
・

急
加
速
・
急
発
進
・
急
旋
回
に
該
当

す
る
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
事
案
を
集
計
し

た
。
10
運
行
あ
た
り
の
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ

ト
件
数
に
つ
い
て
、
対
面
点
呼
や
運

行
管
理
者
同
席
の
自
動
点
呼
と
比
較

し
た
と
こ
ろ
、
運
行
管
理
者
が
同
席

し
な
い
場
合
の
自
動
点
呼
は
２
・
０

件
、
運
行
管
理
者
が
同
席
し
て
の
自

動
点
呼
は
２
・
２
件
、
対
面
点
呼
で

は
３
・
０
件
と
な
り
、
運
行
の
安
全

性
に
大
き
な
差
は
生
じ
て
い
な
か
っ

た
。ま

た
、
「
点
呼
記
録
が
自
動
で
電

磁
的
に
保
存
さ
れ
る
た
め
、
点
呼
の

確
実
性
が
向
上
し
た
」
「
運
行
管
理

者
の
点
呼
業
務
の
負
担
が
軽
減
さ
れ

た
た
め
ド
ラ
イ
バ
ー
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
や
指
導
・
監
督
な
ど
点

呼
以
外
の
社
内
業
務
に
従
事
で
き
る

時
間
が
増
え
た
」
「
運
行
管
理
者
が

他
の
業
務
を
中
断
し
て
点
呼
を
実
施

す
る
こ
と
が
少
な
く
な
り
、
業
務
効

率
が
向
上
し
た
」
「
ド
ラ
イ
バ
ー
が

自
動
点
呼
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
り
自
身
の

血
圧
・
体
温
を
計
測
す
る
た
め
、
体

調
管
理
の
意
識
が
向
上
し
た
」
な
ど

メ
リ
ッ
ト
を
挙
げ
る
回
答
が
あ
っ

た
。今

後
は
検
証
結
果
を
踏
ま
え
、
①

健
康
状
態
の
報
告
・
確
認
②
日
常
点

検
結
果
の
報
告
・
確
認
③
運
転
者
へ

の
指
示
事
項
④
業
務
可
否
の
判
断
⑤

業
務
不
可
の
場
合
の
運
行
停
止
措
置

―
―
な
ど
の
項
目
の
要
件
を
詳
細
に

検
討
し
、
今
年
度
中
に
も
制
度
化
に

つ
な
げ
る
。
そ
の
上
で
将
来
的
に

は
、
業
務
前
・
業
務
後
の
そ
れ
ぞ
れ

で
運
行
管
理
者
が
同
席
し
な
い
完
全

自
動
点
呼
の
実
現
を
図
る
考
え
。

そ
の
ほ
か
、
資
本
関
係
の
な
い
異

乗
務
前
自
動
点
呼
、
安
全
性
に
〝
大
差
な
し
〟

完
全
自
動
点
呼
の
実
現
も
視
野
に

国交省 斉
藤
鉄
夫
国
土
交
通
大
臣
は
５

日
、
記
者
会
見
を
開
き
、
１
日
に
青

森
県
八
戸
市
の
八
戸
自
動
車
道
で
発

生
し
た
大
型
ト
ラ
ッ
ク
の
タ
イ
ヤ
脱

落
に
よ
る
死
亡
事
故
を
受
け
、
タ
イ

ヤ
脱
落
事
故
防
止
に
注
力
す
る
と
表

明
し
た
。
斉
藤
大
臣
は
「
タ
イ
ヤ
の

脱
落
は
重
大
な
事
故
に
つ
な
が
る
非

常
に
危
険
な
も
の
だ
」
と
指
摘
。

「
事
故
発
生
直
後
か
ら
全
国
の
ト
ラ

ッ
ク
事
業
者
に
対
し
、
冬
用
タ
イ
ヤ

へ
の
確
実
な
交
換
作
業
の
実
施
や
タ

イ
ヤ
の
取
り
付
け
状
況
の
一
斉
点
検

を
指
示
す
る
と
と
も
に
、
事
故
を
起

こ
し
た
事
業
者
に
対
す
る
監
査
を
行

っ
て
い
る
」
と
報
告
し
た
。

大
型
車
の
車
輪
脱
落
事
故
の
発
生

件
数
は
近
年
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と

か
ら
、
国
交
省
は
防
止
対
策
と
し
て

10
月
か
ら
来
年
２
月
に
か
け
て
「
大

型
車
の
車
輪
脱
落
事
故
防
止
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
を
実
施
中
。
斉
藤
大
臣
は

同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
つ
い
て
「
大
型

車
の
タ
イ
ヤ
交
換
が
行
わ
れ
る
10
～

２
月
の
期
間
、
事
業
者
に
対
し
て
適

切
な
着
作
業
の
周
知
徹
底
を
行
っ
て

い
る
。
ま
た
、
脱
落
事
故
を
起
こ
し

た
事
業
者
に
対
す
る
行
政
処
分
を
10

月
１
日
か
ら
導
入
し
た
」
と
説
明
。

八
戸
市
で
の
脱
落
事
故
に
つ
い
て
は

今
後
、
「
警
察
の
捜
査
に
協
力
し
な

が
ら
、
事
実
確
認
を
進
め
つ
つ
、
対

策
を
講
じ
て
い
く
」
と
述
べ
た
。

■

青
森
で
の
タ
イ
ヤ
脱
落
受
け
、事
故
防
止
に
注
力

斉
藤
国
交
大
臣


